


















































三条西公条と潤甫周玉の詠とされる。歌合本文 一番の左右の作者は、 れぞれ「釈三卜」と「山蒼斎 と記されており、 「三卜」は玉の字謎、 「蒼」は三条西公条 一字名と考えられることによっても、その記述を疑う必要はない。ところが、 信尋筆本は「釈三卜」 「山 斎」とは記すも の、 それ以外に作者名・判者名を明記するこ はない。そもそも「玉吟抄」という書名についても、信尋筆本は外題・内題と 「百番哥合」と みあり 「玉吟抄」とは名乗ら い。信尋
近衛信尋筆、狂歌合『玉吟抄』攷43
筆本は本書の素性に関する情報量に於いて叡山文庫本に比べ劣っているかに思われる。しかし、 「玉吟抄」という書名は、本書の狂歌合という内容を的確に言い表しているわけではない。 「玉」が秀歌を意味す とともに「三卜」すなわち潤甫周玉が掛けられて るとしても、歌合であることは示されていない。高橋喜一氏はこのことから、 「 『玉吟抄』と題され、一冊の に仕立て上げられたのは いくらか時を隔てて、潤甫に近 人の手によってではないだろうか」 （ 『室町ごころ』解題）と述べられ いる。確かに叡山文庫本の扉に作者の実名が注記されたのは、その作者が誰である 判らない人のためであろう。逆に考えると、信尋筆本 、 「三卜」 「 蒼斎」とのみ記し実名も判者名もないのは、わざわざ注記するまでもなく、読めばわかる人たちに向けて書かれたも だからとも言える。　
もともと狂歌は、和歌を詠む人たちにとっては、その場の座興として詠まれ、面白がられ、詠み捨てられるという所
謂言い捨てであった。この時期、既に言い捨てではあり得な が、 と っ 実名 書き残して置く は憚られる意識もあり、その場を共有できる人たちの間で、匿名性も愉 みつつ行われる知的な遊びの営為であった。　
ところで、信尋筆本は、楮紙仮綴で縦十三・一糎×横二十・五糎の小さめの横本である。そこに半丁二十四行の細かい




















































































































午後 来、詠哥大□□演説之由懇望、仍読之、□只一盞、数刻之後終功、晩鐘動、盃酌 羞麵、都護出合 
（ 『実隆公記』天文五年正月晦日）





























































































































































































































































































































































































































































































  壬生忠岑の本歌を、 「霞む」と「 （申し）掠
かす
む」を掛けるという言葉遊びを基軸にして、春になれば霞がかかるという
和歌の約束事を敢えて少しからかって見せて るのである。春を待ち望み春の到来を喜ぶ気持ちが霞 幻視させる とを、うまくごまかされているのだと茶化しているのである。和歌の本意を成り立たせてい いわば虚構の構造を指摘して面白がっているのであるが、その虚構を現実ではないと批難しているのではな 。和歌の世界の約束事の相対化に理屈を通すことを面白がってい と言えよう。　
さて、周玉の狂歌三首について、発想・措辞の上で共通する俳諧発句が『大永本誹諧連 抄』 （犬筑波集）に見られ





















































（ 『尊師聞書』 、 『近世歌学集成』上）
と、烏丸資慶も二重の趣向を求めている。当時の歌人達が、新しい趣向を求め、しばしばより複雑 の道理が通ように言葉を彫琢しつつ和歌を詠み出した と同じ方法 、狂歌も生み出されていたと言えよう。俗なる着想を得 いるからと言って、もとより、俗なる現実に直接触発される必要はない。上述の例 ように俳諧が先行するからと言って、俳諧の影響を受け 初めて狂歌が詠まれ得ると考えることもない 確かに、和歌と狂歌は雅俗の視点に於い は対立する。しかし、詠歌の手法に於いては一続きのもの して捉えてよい。そもそも和歌あってこその狂歌であるのだから、歌人によってこそ狂 は詠まれ得る。狂歌も た堂上家の所為として かに ふさわしい 言える である。
近衛信尋筆、狂歌合『玉吟抄』攷59
〔付記〕
　
本稿は、和歌文学会二〇〇九年一月東京例会における研究発表に基づき加筆を行ったものである。なお、
本稿はＪＳＰＳ科研費（課題番号
15k02277 ） 、および本学研究経費助成による研究成果の一部である。
（本学教授）

